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迫力の演奏に児童びっくり
10月６日、和太鼓や笛の演奏ユニット「ＡＵＮ

あ う ん

」
が陶小学校を訪れ、５、６年生の児童約70人と交流
授業を行いました。
「ＡＵＮ」の２人は、この日陶公民館のこけら落

としとして行われるコンサートを前に、同小学校を
訪れ、太鼓演奏やレッスンなどをして児童らと触れ
合いました。
児童らは、「Ａグループ」と「ＵＮグループ」に別

れ太鼓演奏に挑戦するなどして、楽しいひと時を過
ごしていました。

主な内容



みんなの広場みんなの広場みんなの広場

市
内
最
高
齢
者
を
市
長
が
訪
問 

100
歳
お
め
で
と
う 

中
国
人
慰
霊
祭
で
平
和
を
誓
う 

　
９
月
18
日
、
明
世
町
の
化
石
山
に
あ
る
「
日
中
不
再

戦
の
誓
い
」
碑
前
で
、
「
第
38
回
中
国
人
殉
難
者
慰
霊

祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
慰
霊
祭
は
、
戦
時
中
に
地
下
軍
需
工
場
建
設
で
、

強
制
労
働
に
従
事
し
て
亡
く
な
っ
た
39
人
を
供
養
す
る

た
め
に
、
中
国
殉
難
者
瑞
浪
市
供
養
会（
加
藤
武
志
会

長
）の
主
催
で
執
り
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
約
150
人
が
参

列
し
ま
し
た
。 

　
今
年
で
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
か
ら
26
年
目
を
迎

え
、
慰
霊
祭
で
　
嶋
市
長
は
「
今
日
の
友
好
、
平
和
は

尊
い
犠
牲
の
上
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
御
霊
の
安
ら

か
な
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。 

　
参
列
者
の
中
国
大
使
館
郭
寧
二
等
書
記
官
は
「
こ
の

よ
う
な
不
幸
を
絶
対
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
両

国
の
友
好
を
築
い
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と

碑
前
で
日
中
不
再
戦
を
誓
い
ま
し
た
。 

善
意 

暖
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

▽
東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
力
会（
上
村
隆
男
会
長
）様 

四
十
万
円
　
社
会
福
祉
事
業
に 

　
９
月
17
日
、
市
内
最
高
齢
者
の
男
女
２
人
を
　
嶋
市

長
が
訪
問
し
、
敬
老
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。 

　
市
内
最
高
齢
者
は
、
明
治
33
年
生
ま
れ
の
小
木
曽
ぶ

ん
さ
ん（
陶
町
）で
104
歳
で
す
。
小
木
曽
さ
ん
は
現
在
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
中
で
、
家
族
の
方
の
、
田

ん
ぼ
や
畑
仕
事
の
話
を
聞
く
の
が
好
き
だ
そ
う
で
す
。 

　
男
性
の
最
高
齢
者
は
、
明
治
35
年
生
ま
れ
の
南
波
茂

三
郎
さ
ん（
一

色
町
）で
102
歳

で
す
。
南
波
さ

ん
は
現
在
老
人

保
健
施
設
に
入

所
中
で
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
こ

と
が
自
立
し
て

行
え
る
大
変
元

気
な
方
で
、
長

寿
の
秘
訣
を
聞

か
れ
る
と
「
な

ん
で
も
美
味
し

く
食
べ
て
、
よ

く
寝
る
こ
と
で

す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の

最
高
齢
者
に
は
、

嶋
市
長
か
ら

花
束
と
お
祝
い

金
が
送
ら
れ
ま

し
た
。 

　
10
月
１
日
、
今
月
５
日
に
100
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た

土
岐
町
の
水
野
と
く
さ
ん
を
　
嶋
市
長
が
訪
問
し
、
長

寿
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
水
野
さ
ん
は
、
子
が
８
人
、
孫
11
人
、
ひ
孫
14
人
、

玄
孫
１
人
に
恵
ま
れ
、
現
在
は
家
族
７
人
で
過
ご
し
て

み
え
ま
す
。 

　
家
族
は
「
人
と
話
を
す
る
の
が
大
好
き
で
、
な
ん
で

も
食
べ
て
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
の
が
長
寿
の
秘

訣
で
は
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
水
野
さ
ん
に
は
、
　
嶋
市
長
か
ら
「
100
歳
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
花
束
と
お
祝
い
金
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。 

2平成16年10月15日



みんなの広場みんなの広場

流
暢
な
英
語
で
熱
弁 

歌
舞
伎
の
魅
力
を
伝
え
る 
全
国
大
会
で
の
活
躍
を
誓
う 

　
10
月
４
日
、
日
吉
町
の
美
濃
歌
舞
伎
博
物
館
「
相
生

座
」
で
、
「
第
12
回
飛
騨
・
美
濃
歌
舞
伎
大
会
み
ず
な

み
２
０
０
４
」
が
開
催
さ
れ
、
約
600
人
の
歌
舞
伎
フ
ァ

ン
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

　
大
会
は
、
地
歌
舞
伎
の
保
存
・
伝
承
を
目
的
に
同
実

行
委
員
会
や
県
地
歌
舞
伎
保
存
振
興
協
議
会
な
ど
の
主

催
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
市
制
50
周
年
を

迎
え
た
瑞
浪
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
で
は
、
地
元
の
美
濃
歌
舞
伎
保
存
会
の
「
義
経

千
本
桜
」
を
は
じ
め
、
明
智
町
、
可
児
市
、
蛭
川
村
の

保
存
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
芸
題
を
演
じ
、
役
者
が
見
え
を

切
る
た
び
に
会
場
か
ら
は
、
大
き
な
拍
手
と
お
ひ
ね
り

が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
９
月
30
日
、
瑞
浪
中
学
校
で
「
第
13
回
瑞
浪
市
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
行
わ
れ
、
市
内
の
中
学
校
か
ら
13

人
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
英
語
を
話
し
た
り
聞
い
た

り
す
る
こ
と
で
、
英
語
へ
の
興
味
や
関
心
を
高
め
、
生

徒
の
英
語
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市

教
育
委
員
会
と
中
学
校
英
語
主
任
会
の
主
催
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
進
行
や
あ
い
さ
つ
も
全
て
英
語

で
行
わ
れ
、
暗
唱
部
門
と
ス
ピ
ー
チ
部
門
で
生
徒
が
熱

弁
を
振
る
い
ま
し
た
。 

　
ス
ピ
ー
チ
部
門
で
は
自
分
の
体
験
談
や
将
来
の
夢
な

ど
が
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
な
が
ら
発
表
さ
れ
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
） 

【
暗
唱
部
門
】 

　
　
　
　
金
　
賞
　
　
足
　
立
　
悠
里
花
（
釜
戸
中
） 

　
　
　
　
銀
　
賞
　
　
金
　
津
　
　
　
佳
（
瑞
浪
中
） 

【
ス
ピ
ー
チ
部
門
】 

　
　
　
　
金
　
賞
　
　
山
　
口
　
瑞
　
希
（
瑞
陵
中
） 

　
　
　
　
銀
　
賞
　
　
橋
　
本
　
篤
　
輝
（
麗
澤
中
） 

　
10
月
16
日
か
ら
群
馬
県
で
開
催
さ
れ
る
第
17
回
全
国

健
康
福
祉
祭
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ぐ
ん
ま
」
に
、
弓
道

団
体
の
部
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
、
石
神
修
さ
ん
（
陶

町
水
上
）
が
10
月
１
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
　
嶋
市
長

に
大
会
で
の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。 

　
週
に
２
回
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
石
神
さ
ん
は
、

４
月
に
可
児
市
で
開
催
さ
れ
た
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
選

考
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
今
回
の
メ
ン
バ
ー
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
石
神
さ
ん
は
「
出
場
す
る
か
ら
に
は
優
秀
な
成
績
を

収
め
て
き
た
い
」
と
大
会
へ
の
意
気
込
み
を
語
り
、

嶋
市
長
か
ら
「
県
代
表
と
し
て
、
体
調
に
十
分
気
を
つ

け
て
頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
を
受
け
ま
し

た
。 

瑞浪市役所　1 68-21113
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稲
津
小
で
花
か
ご
づ
く
り 

樽上児童センター 

小林愛未ちゃん 
（３歳） 
土岐町 

伊藤大貴ちゃん 
（３歳） 
北小田町 

まなみ だいき 

　大湫コミュニティ推進協議会では、開宿400年など節目の年を迎え、大湫の歴史と自然が育んで

きた地域の力を見直し、現在の地域コミュニティーが直面する課題に応える明日の教育・人づくり

に結びつけるため、歴史に学ぶフォーラムを開催いたします。 

　多数のご来場をお待ちしています。 

☆基調講演　　　演　題　「東の心に学ぶー文化と教養ー☆基調講演　　　演　題　「東の心に学ぶー文化と教養ー」 

　　　　　　　　講　師　坂田　新　　　　　　　　講　師　坂田　新 氏（愛知文教大学学長）（愛知文教大学学長） 

☆車座大評定　　☆車座大評定　　「宿場と鎮守と寺子屋」宿場と鎮守と寺子屋」 

　　　　評 定評 定 者　　渡辺　俊典者　　渡辺　俊典 氏（中山道の文化と史跡を守る会主幹）（中山道の文化と史跡を守る会主幹） 

　　　　　　　　吉田　三郎　　　　　　　　吉田　三郎 氏（中津川市文化財保護審議会会長）（中津川市文化財保護審議会会長） 

　　　　　　　　鈴木　隆一　　　　　　　　鈴木　隆一 氏（岩村町教育長）（岩村町教育長） 

　　座　　長　　徳増　省允　　座　　長　　徳増　省允 氏（不易庵主・大湫宿結いの会）（不易庵主・大湫宿結いの会） 

☆お楽しみ本格演芸（作・演出　丸目狂之介）☆お楽しみ本格演芸（作・演出　丸目狂之介） 

　　浪曲　「新撰組」玉川お福・歌謡　ななえ　ゆり　　浪曲　「新撰組」玉川お福・歌謡　ななえ　ゆり 

☆基調講演　　　演　題　「東の心に学ぶー文化と教養ー」 

　　　　　　　　講　師　坂田　新 氏（愛知文教大学学長） 

☆車座大評定　　「宿場と鎮守と寺子屋」 

　　評 定 者　　渡辺　俊典 氏（中山道の文化と史跡を守る会主幹） 

　　　　　　　　吉田　三郎 氏（中津川市文化財保護審議会会長） 

　　　　　　　　鈴木　隆一 氏（岩村町教育長） 

　　座　　長　　徳増　省允 氏（不易庵主・大湫宿結いの会） 

☆お楽しみ本格演芸（作・演出　丸目狂之介） 

　　浪曲　「新撰組」玉川お福・歌謡　ななえ　ゆり 

◎問合せ　大湫コミュニティーセンター　1６３－２３６０ 

「大湫の歴史に学ぶフォーラム」 「大湫の歴史に学ぶフォーラム」 「大湫の歴史に学ぶフォーラム」 「大湫の歴史に学ぶフォーラム」 
11月３日（水）　文化の日　　開演  13時30分 
大湫公民館　講堂　　入場無料 

瑞浪市制５０周年・中山道大湫宿開宿４００年記念事業 

温故創新 
先人に学んで、未来を拓こう！ 

文化文化の日は、 
大湫大湫へようこそ！ 
文化の日は、 
大湫へようこそ！ 

　
10
月
６
日
、
稲
津
小
学
校
で
６
年
生
の
児
童
55
人
が

花
か
ご
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
花
か
ご
づ
く
り
は
３
年
前
か
ら
実
施
さ
れ
、

児
童
ら
は
、
自
分
た
ち
が
春
か
ら
育
て
て
き
た
花
壇
の

花
を
利
用
し
て
、
丁

寧
に
か
ご
に
飾
り
付

け
て
い
ま
し
た
。 

　
花
か
ご
は
約
30
個

作
ら
れ
、
「
心
を
こ

め
て
育
て
て
き
ま
し

た
。
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
」
な
ど
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
て
、

町
内
に
あ
る
駐
在
所

や
郵
便
局
、
宅
老
所

な
ど
に
も
配
布
さ
れ

ま
し
た
。 

坂田　新 氏 
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瑞浪市役所　1 68-21115

９
月
１
日

本
会
議（
議
案
上
程
、
説
明
）

９
月
９
日

本
会
議（
一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

９
月
10
日

本
会
議（
一
般
質
問
、
議
案

質
疑
、
委
員
会
付
託
）

９
月
13
日

総
務
文
教
委
員
会

９
月
14
日

市
民
福
祉
委
員
会
、

９
月
15
日

経
済
建
設
委
員
会

９
月
22
日

本
会
議（
委
員
長
報
告
、
討

論
、
採
決
）

●
専
決
処
分
の
報
告（
工
事
請
負
契
約
の

変
更
）

●
瑞
浪
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
教
育
委
員
会
委
員（
教
育
長
）河
合
哲
心

氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
尾
石
和
正
氏

（
寺
河
戸
町
、
62
歳
）
を
任
命
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
同
意
】

【
教
育
委
員
会
委
員
近
藤
泰
文
氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
梅
村
正
靖
氏
（
釜
戸
町
66

歳
）
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同

意
】

●
瑞
浪
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
監
査
委
員
亀
山
博
明
氏
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
引
き
続
き
同
氏
を
選
任
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
同
意
】

●
瑞
浪
市
役
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

【
陶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
改
築
移

転
に
伴
う
所
要
の
改
正
】

●
瑞
浪
市
老
人
憩
い
の
家
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

【
使
用
料
の
見
直
し
に
伴
う
所
要
の
改
正
】

●
瑞
浪
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

【
瑞
浪
市
上
水
道
第
５
次
拡
張
事
業
変
更

認
可
に
伴
う
給
水
区
域
の
改
正
】

●
瑞
浪
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

【
瑞
浪
市
上
水
道
第
５
次
拡
張
事
業
変
更

認
可
に
伴
う
給
水
人
口
の
改
正
】

●
平
成
16
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

【
歳
入
歳
出
予
算
を
五
億
七
千
七
百
七
十

五
万
円
を
増
額
し
、
総
額
百
六
十
四
億

六
千
六
三
十
万
円
と
す
る
も
の
】

●
平
成
16
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
歳
入
歳
出
予
算
を
千
四
百
二
十
三
万
五

千
円
を
増
額
し
、
総
額
三
十
五
億
九
千

四
百
十
四
万
六
千
円
と
す
る
も
の
】

●
平
成
16
年
度
瑞
浪
市
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
歳
入
予
算
の
款
項
間
の
金
額
変
更
に
よ

り
、
総
額
は
変
わ
ら
ず
】

●
平
成
16
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
歳
入
予
算
の
款
項
間
の
金
額
変
更
に
よ

り
、
総
額
は
変
わ
ら
ず
】

●
岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

約
の
変
更

【
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及

び
一
部
事
務
組
合
の
脱
退
に
伴
う
所
要

の
改
正
】

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

【
日
吉
中
学
校
改
築
工
事
（
建
築
）、
契
約

金
額
五
億
五
千
百
二
十
五
万
円
】

●
東
濃
農
業
共
済
事
務
組
合
規
約
の
変
更

【
恵
那
市
廃
置
分
合
等
に
伴
う
所
要
の
改

正
】

●
土
岐
川
防
災
ダ
ム
一
部
事
務
組
合
規
約

の
変
更

【
恵
那
市
廃
置
分
合
等
に
伴
う
所
要
の
改

正
】

●
市
道
路
線
の
廃
止

【
道
路
法
の
規
定
に
よ
り
鴨
ノ
巣
線
他
３

路
線
を
廃
止
】

●
市
道
路
線
の
認
定

【
道
路
法
の
規
定
に
よ
り
鴨
ノ
巣
線
他
11

路
線
を
認
定
】

●
字
の
区
域
変
更

【
山
田
町
の
字
区
域
を
一
部
変
更
】

●
平
成
15
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会
計
決

算
の
認
定

●
食
品
安
全
行
政
の
充
実
を
求
め
る
国
へ

の
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

【
不
採
択
】

●
地
方
分
権
推
進
の
た
め
の
「
国
庫
補
助

負
担
金
改
革
案
」
の
実
現
を
求
め
る
意

見
書

会
期
日
程

条
例
案
件

予
算
案
件

そ
の
他
案
件

請
　
　
願

認
定
案
件

議
員
発
議

報
告
案
件

人
事
案
件

　
平
成
16
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
が
、
９
月
１
日
か
ら
９
月
22
日
ま
で

の
22
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
提
出
さ
れ
た
報
告
案
件
１
件
と
、
人
事
案
件
３
件
、
条
例
案
件
４
件
、

予
算
案
件
４
件
、
認
定
案
件
１
件
、
そ
の
他
の
案
件
７
件
、
請
願
１
件
、

議
員
発
議
１
件
、
の
計
22
件
が
審
議
さ
れ
、
不
採
択
と
な
っ
た
請
願
１
件

を
除
き
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。 



区 分  

15年度 

住民基本台帳人口 

41,210人( H16.3.31現在) 

歳出額（Ａ）  

１６，３８７，６２８千円 

実質収支 

８０４，０２７千円 

人件費（Ｂ） 

３，３３２，８１８千円 

人件費率（Ｂ／Ａ） 

20.3％ 

14年度の人件費率（参考） 

22.1％ 

（1）人件費の状況（普通会計決算） 

　職員の給与は、地方公務員法の趣旨に従い、市議会での給与条例、予算審議を通して決定されます。
この公表は、本市職員の給与・定員管理などの実体を広く皆さんに知っていただこうとするものです。 
◎問合せ　秘書課　1内線317

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等も含まれています。 

区 分  
 

給　　料 

１，５６９，８０１千円 

平均給料月額 

３５６，０００円 

平均給与月額 

４１８，９００円 

決定初任給 

１７０，７００円 

１３８，８００円 

経験年数10年 

２６２，３００円 

２０５，７００円 

２１４，５００円 

経験年数15年 

３２０，２００円 

２６２，３００円 

２５３，８００円 

経験年数20年 

３６６，１００円 

３２０，２００円 

２８９，１００円 

採用２年経過日給料額 

１８４，４００円 

１４８，５００円 

決定初任給 

１７０，７００円 

１３８，８００円 

採用２年経過日給料額 

１８４，４００円 

１４８，５００円 

平均年齢 

４４．５歳 

平均給料月額 

２７０，２００円 

平均給与月額 

３１１，２００円 

平均年齢  

４６.８歳 

 

職員手当 

９５３，４２８千円 

 

うち期末・勤勉手当 

６４２，３０１千円 

 

計（Ｂ） 

２，５２３，２２９千円 

一人当たり給与費 

（Ｂ／Ａ） 

６，４２０千円 16年度 

区 分  

市 

区　　　　　分 

区　　　　　分 

区　　　　　　　　　分 

平成15年度 

大学卒 

高校卒 
一般行政職 

大学卒 

高校卒 

高校卒 

区 分  

標 準 的 な 職 務 内 容  

職 員 数  

構 成 比  

８　級 

部　長 

10人（0人）    

5.1％（0％）   

4.8％   

3.8％ 

７　級 

課　長 

33人（0人）   

16.8％（0％） 

16.9％ 

11.8％ 

６　級 

課長補佐 

38人（0人） 

19.4％（0％）  

18.9％  

14.1％ 

５　級 

係　長 

49人（0人） 

25.0％（0％）   

25.1％

26.4％ 

合　　計 

436人 

95人
 

 

21.8％ 

 

職　　　員　　　数　　　（Ａ） 

 

 

比　　　　　　　率　（Ｂ／Ａ） 

４　級 

主　査 

18人（0人） 

9.2％（0％） 

10.2％   

18.3％ 

３　級 

主　事 

23人（0人） 

11.7％（0％）  

10.6％ 

7.6％ 

２　級 

主　事 

19人（0人） 

  9.7％（0％）  

8.2％  

13.0％ 

１　級 

主事補 

 6人（0人） 

3.1％（0％）   

5.3％ 

5.0％ 

計 

 

196人（0人）   

100％（0％）   

100％   

100％ 

１ 年 前 の 構 成 比  

５ 年 前 の 構 成 比  

一般行政職 

技能労務職 

職員数（Ａ） 
給　　　　　与　　　　　費 

一　般　行　政　職 

市 国 

技　能　労　務　職 

393人（0人） 

（2）職員給与費の状況（普通会計予算） 

（3）職員の平均給料月額、平均給与月額、平均年齢の状況（平成16年4月1日現在） 

（4）職員の初任給の状況（平成15年4月1日現在） 

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成15年4月1日現在） 

（6）一般行政職の等級別職員数の状況（平成16年4月1日現在） 

（7）昇給期間短縮の状況 

（注）  １、職員手当には退職手当は含まれていません。 
 ２、（  ）内は、再任用短時間勤務職員であり、外書きです。 

（注）  一般行政職は、一般職のうち税務職・医療技術職・保健職・福祉職・消防職・技能労務職・教育職・企業職を除いた職員をいいます。瑞浪市全職員４２９人のうち一般行政職は１９６人、技能労務職は６８人です。 

（注）  経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合の採用後の年数をいいます。 

（注）  １、職員数は、本市給与条例に基づく給料表の各級の在級者数です。 
 ２、標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。 
 ３、（  ）は、再任用短時間勤務職員であり、外書きです。 

参
考 

一般行政職 

362人 

57人
 

 

15.7％ 

技能労務職 

74人 

38人
 

 

 51.4％ 

普通昇給期間（12～24月）を短縮して昇給した
職員数　（B） 

瑞浪市職員の給与を公表します 瑞浪市職員の給与を公表します 瑞浪市職員の給与を公表します 

6平成16年10月15日



区　　　分 

期 末 手 当  
勤 勉 手 当  
（15年度支給割合） 

退 職 手 当  

市 国 

（8）職員手当の状況 

（9）特別職の報酬などの状況（平成16年7月1日現在） （10）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在） 

（注）  職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者等を含み、 
　　  臨時又は非常勤職員を除いています。 

＊（８）、（１０）については、再任用短時間勤務職員の該当がないため省略しました。 

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、１５年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。 

 ６月 
12月 
  計 

1.55月分 
1.45月分 
3.00月分 

0.70月分     
0.70月分 
1.40月分 

支給期 期　末 勤　勉 

 ６月 
12月 
  計 

1.55月分 
1.45月分 
3.00月分 

0.70月分     
0.70月分 
1.40月分 

支給期 期　末 勤　勉 

 
勤続20年 
勤続25年 
勤続35年 
最高限度額 

自己都合 
21.00月分
33.75月分 
47.50月分 
60.00月分 

定年・勧奨 
28.0875月分
43.335  月分 
60.990  月分 
60.990  月分 

定年・勧奨 
28.0875月分
43.335  月分 
60.990  月分 
60.990  月分 

一人当たり平均支給額 6,394千円 23,111千円 
その他の加算措置　定年前早期退職特例措置（２～20％加算） 
退職時特別昇給　１号俸　 

支給率 
勤続20年 
勤続25年 
勤続35年 
最高限度額 

自己都合 
21.00月分
33.75月分 
47.50月分 
60.00月分 

 
その他の加算措置　定年前早期退職特例措置（２～20％加算） 
退職時特別昇給　１号俸 

支 給 対 象 地 域  

支 給 率  

支 給 対 象 職 員 数  

国 の 支 給 率  

内　　　　　　容 国の制度と異なる内容 国の制度
との異同 区　分 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

同 

同 

一部異 

な　し 

な　し 

使用距離区分
が一部異なる 

配偶者　　　　　　　13,500円 
配偶者以外の扶養親族２人まで  

 ６,０００円 
扶養親族でない配偶者を有する場合の１人目 

６,５００円 
配偶者のいない扶養親族１人 

  １１,０００円 
その他  　　　　　  　５,０００円 
１６歳から２２歳の子には５,０００
円加算 

所有に係る住宅に居住している
職員のうち 
取得後５年以内の職員  ２,５００円 
家賃を払っている職員  ２７,０００円以内 

交通機関利用者     ６ヵ月定期券の価格
に１／６を乗じて得た価格  ５０,０００円
以内 
自動車など利用者（２ｋｍ以上） 
３８００円～１９,５００円 

市の全域 

3％ 

全職員 

－ 

調 整 手 当  
（15年度） 
普 通 会 計  

職員全体に占める手当支給職員の割合 

支給対象職員一人当たり平均支給年額 

手 当 の 種 類 （手当数） 

支給額の多い手当 

多くの職員に支給 
されている手当 

代 表 的 な  
手当の名称 

35.0％ 

73,587円 

7種類 

清掃業務手当 

消 防 手 当  

特殊勤務手当 
（15年度） 
普 通 会 計  

区　　　　分 職　員　数 対前年 
増減数 

主な増減理由 
平成15年 

4 

69 

21 

1 

12 

12 

22 

85 

42 

268 

77 

49 

126 

9 

17 

16 

42 

436

議 会  

総 務  

税 務  

労 務  

農 林  

商 工  

土 木  

民 生  

衛 生  

小 計  

教 育  

消 防  

小 計  

水 道  

下 水 道  

そ の 他  

小 計  

合 計  

 

 

 

 

土地改良事業の業務減少による減 

企業誘致体制の充実による増 

駐車場特別会計へ職員異動による減 

 

ごみ収集業務の将来的なアウトソーシングを見込んだ減 

 

給食ｾﾝﾀｰ業務等の将来的なアウトソーシングを見込んだ減 

4 

69 

21 

1 

11 

13 

21 

85 

38 

263 

75 

49 

124 

9 

17 

16 

42 

429

 

 

 

 

△１ 

1 

△１ 

 

△4 

△5 

△2 

 

△2 

 

 

 

 

△7

平成16年 

給 料  

市 長  

助 役  

収 入 役  

議 長  

副 議 長  

議 員  

市 長  

助 役  

収 入 役  

議 長  

副 議 長  

議 員  

860,000円 

708,000円 

650,000円 

430,000円 

390,000円 

375,000円 

 2.25月分 

2.15月分 

4.40月分 

2.25月分 

2.15月分 

4.40月分 

報 酬  

期 末 手当  
（15年度支給割合） 

月　　　　額 

時間外勤務手当 
普 通 会 計  

支 給 総 額  

職員一人当たり支給年額 

76,351千円 

225千円 
15年度 

支 給 総 額  

職員一人当たり支給年額 

63,156千円 

184千円 
14年度 

 

 

 

 

 

 

６月期 

12月期 

計 

６月期 

12月期 

計 

一
般
行
政
部
門 

特
別
行
政 

公
営
企
業
な
ど 

瑞浪市職員の給与を公表します 瑞浪市職員の給与を公表します 

瑞浪市役所　1 68-21117



教育委員 
梅村正靖さん 

教育長 
尾石和正さん 

教育委員長 
中島基行さん 

就
任
の
あ
い
さ
つ 

就
任
の
あ
い
さ
つ 

教
育
委
員
長
　
中
島
基
行 

教
育
長
　
尾
石
和
正 

教
育
委
員
長
に  

中
島 

基
行
さ
ん 

教
　
育
　
長
に  

尾
石 

和
正
さ
ん 

教
育
委
員
に  

梅
村 

正
靖
さ
ん 

　
10
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
第
10
回

教
育
委
員
会
定
例
会
で
、
昨
年
10
月

か
ら
教
育
委
員
長
と
し
て
活
躍
さ
れ

た
工
藤
誠
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴
っ

て
後
任
の
委
員
長
の
選
出
が
行
わ
れ
、

土
岐
町
の
中
島
基
行
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
教
育
委
員
長
の
任
期
は
１

年
で
、
教
育
委
員
会
を
代
表
し
、
教

育
委
員
会
の
会
議
を
主
宰
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
任
期
満
了
で
退
任
さ
れ
た

河
合
哲
心
前
教
育
長
の
後
任
と
し
て
、

寺
河
戸
町
の
尾
石
和
正
さ
ん
が
新
し

く
教
育
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
尾

石
さ
ん
は
瑞
浪
中
学
校
長
、
瑞
浪
幼

稚
園
長
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
定
例
会
に
先
立
ち
、
新
し

い
教
育
委
員
と
し
て
尾
石
和
正
さ
ん

と
釜
戸
町
の
梅
村
正
靖
さ
ん
に
、
市

長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
の
任
期
は
４
年
で
、
教

育
委
員
会
の
規
則
の
制
定
や
、
学
校

教
育
・
生
涯
学
習
の
方
針
の
決
定
の

ほ
か
、
教
育
予
算
等
の
重
要
事
項
を

審
議
し
ま
す
。 

　
平
成
12
年
か
ら
教
育
委
員
と
し
て

ご
活
躍
い
た
だ
い
た
近
藤
泰
文
さ
ん
も
、

任
期
満
了
で
９
月
30
日
を
も
っ
て
退

任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
瑞
浪
市
制
50
周
年
と
い
う
記
念
す

べ
き
節
目
の
年
に
教
育
委
員
長
の
大

役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
責

任
の
重
大
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
瑞
浪
市
を
考
え
る
と
き
、

教
育
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

２
年
前
に
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
た

際
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
生
涯

学
習
社
会
に
お
い
て
市
民
憲
章
を
具

現
化
す
る
「
人
づ
く
り
・
家
庭
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」
が
瑞

浪
市
の
教
育
の
主
要
課
題
で
あ
り
、

学
校
・
家
庭
・
社
会
が
連
携
を
密
に
し
、

「
人
間
教
育
」
に
主
眼
を
置
く
教
育

行
政
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
教
育
行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
教

育
委
員
会
の
職
務
を
誠
実
に
遂
行
し

て
行
く
こ
と
が
委
員
長
と
し
て
の
役

割
で
あ
り
責
務
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

　
10
月
１
日
か
ら
教
育
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
元
よ
り
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
様
に
、
精
一
杯
そ
の

任
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

教
育
と
文
化
の
薫
り
高
い
瑞
浪
市
に 

（
こ
れ
か
ら
は
心
の
時
代
） 

　
瑞
浪
市
は
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る

町
で
す
。
自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ
、

私
自
身
、
生
ま
れ
育
っ
た
愛
着
の
あ

る
故
郷
で
す
。
そ
の
故
郷
に
住
む
全

て
の
人
が
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
当
て
に
向
か
っ
て
、

明
る
く
生
き
甲
斐
と
張
り
を
も
っ
て
、

幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
心
豊
か
に
生
活

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
生
涯
学
習
社
会
・
学
校

教
育
・
文
化
施
設
等
の
一
層
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

は ぐ く み は ぐ く み は ぐ く み 教育委員会 

総合文化センター １日、４日、８日、15日、22日、24日、29日
市民図書館 １日、４日、８日、15日、22日、24日、29日、30日
市民体育館 ２日、４日、９日、16日、24日、25日、30日
化石博物館
陶磁資料館
市之瀬記念美術館

１日、２日、４日、８日、15日、22日、24日

地球回廊
29日、30日

自然ふれあい館
サイエンスワールド １日、４日、８日、15日、22日、24日、29日
文化会館 ４日、11日、、18日、25日

生涯学習施設　11月の休館日生涯学習施設　11月の休館日生涯学習施設　11月の休館日生涯学習施設　11月の休館日生涯学習施設　11月の休館日生涯学習施設　11月の休館日生涯学習施設　11月の休館日生涯学習施設　11月の休館日生涯学習施設　11月の休館日生涯学習施設　11月の休館日生涯学習施設　11月の休館日生涯学習施設　11月の休館日生涯学習施設　11月の休館日生涯学習施設　11月の休館日生涯学習施設　11月の休館日生涯学習施設　11月の休館日生涯学習施設　11月の休館日
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平
成
11
年
、
稲
津
町
に
お
い
て
も

バ
サ
ラ
グ
ル
ー
プ
発
足
の
機
運
が
高

ま
り
、
バ
サ
ラ
振
興
会
か
ら
講
師
を

招
い
て
１
年
間
練
習
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
12
年
４
月
、
正
式
に

公
民
館
自
主
グ
ル
ー
プ
と
し
て
「
バ

サ
ラ
い
な
づ
ま
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
会
員
30
人
、
毎
週
金
曜
日
午

後
７
時
30
分
か
ら
９
時
ま
で
の
１
時

間
半
、
保
育
園
児
、
小
学
生
、
大
学

生
、
社
会
人
、
主
婦
と
幅
広
い
年
代

の
男
女
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
バ
サ

ラ
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
り
、
汗
を

か
き
、
大
き
な
掛
け
声
を
出
す
事
で

気
分
も
盛
り
上
が
り
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

稲
津
町
の
夏
祭
り
、
文
化
祭
、
み

の
り
財
布
ま
つ
り
な
ど
の
町
行
事
に

も
参
加
し
、
老
人
保
健
施
設
「
ひ
ざ

し
」
に
も
慰
問
に
伺
っ
て
い
ま
す
。

と
て
も
上
手
に
踊
れ
る
と
い
う
グ

ル
ー
プ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
バ
サ

ラ
を
通
し
て
、
世
代
を
越
え
た
笑
顔

と
元
気
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
頑
張

っ
て
踊
っ
て
い
ま
す
。

踊
り
を
見
て
下
さ
っ
た
方
か
ら
、

「
良
か
っ
た
よ
」「
元
気
が
で
た
よ
」

と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
言
葉
を
励
み

に
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

バ
サ
ラ
を
通
し
て
、
幅
広
い
年
代

の
方
々
と
交
流
が
で
き
、
町
の
行
事

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
町
民
と
し
て

の
意
識
も
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
び
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
の
指

定
を
頂
い
た
こ
と
を
機
に
、
新
曲
を

制
作
し
、「
バ
サ
ラ
い
な
づ
ま
」
独
自

の
踊
り
を
、
地
域
に
広
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
気
軽
に
の
ぞ

い
て
、
あ
な
た
も
一
緒
に
踊
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

第 
　
回 

絹
本
著
色
　
月
泉
性
印
和
尚
頂
相
図 

（
け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く
　
げ
っ
せ
ん
し
ょ
う
い
ん
お
し
ょ
う
　
ち
ん
そ
う
ず
） 
25

【
シ
リ
ー
ズ
　
瑞
浪
市
の
文
化
財
】 
【
シ
リ
ー
ズ
　
瑞
浪
市
の
文
化
財
】 

▲開元院山門 

　
頂
相
図（
ち
ん
そ
う
ず
）と
は
お
坊

さ
ん
の
肖
像
画
の
こ
と
で
す
。
中
国

北
宋
時
代
に
盛
ん
に
描
か
れ
る
よ
う

に
な
り
、
日
本
に
は
鎌
倉
時
代
に
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。 

　
南
北
朝
・
室
町
時
代
に
な
る
と
、

頂
相
図
を
与
え
る
こ
と
は
、
そ
の
弟

子
が
悟
り
を
開
い
た
こ
と
を
認
め
る

と
い
う
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

非
常
に
重
要
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
頂
相
図
に
描
か
れ
て
い
る
月

泉
性
印
和
尚
は
、
永
享
11（
１
４
３

９
）年
に
日
吉
町
の
開
元
院
を
開
い

た
お
坊
さ
ん
で
、
月
泉
性
印
和
尚
が

亡
く
な
っ
て
か
ら
６
年
後
の
文
明
８

（
１
４
７
６
）年
に
領
主
の
土
岐
頼
元

に
よ
っ
て
描
か
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
絵
の
上
部
に
は
、
月
泉
性

印
和
尚
の
後
を
継
い
だ
盛
禅
洞
　（
せ

い
ぜ
ん
と
う
せ
き
）に
よ
り
、
師
で

あ
る
月
泉
和
尚
を
賞
賛
す
る
文
言
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
本
図
は
、
市
内
に
残
る
絵
画
の
中

で
最
も
古
い
も
の
と
言
わ
れ
、
月
泉

性
印
和
尚
の
面
影
を
伝
え
る
資
料
と

し
て
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
す
。 

生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ

H16
稲
津
町バ

サ
ラ
い
な
づ
ま

代
表
　
酒
井
尚
美

※
９
月
15
日
号
に
掲
載
し
た
生
涯
学
習
モ
デ
ル

グ
ル
ー
プ
「
公
文
垣
内
さ
つ
き
会
」
の
記
事

中
、「
春
光
院
」
と
あ
る
の
は
「
光
春
院
」

の
誤
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

瑞浪市役所　1 68-21119



11月の移動図書館 
こ　ま　ど　り　号こ　ま　ど　り　号 こ　ま　ど　り　号こ　ま　ど　り　号 こ　ま　ど　り　号 

ミ
ニ
展
の
ご
案
内 

図書館だより 168-5529

秋
か
ら
冬
へ
　
図
書
館
教
室

秋
か
ら
冬
へ
　
図
書
館
教
室 

秋
か
ら
冬
へ
　
図
書
館
教
室

秋
か
ら
冬
へ
　
図
書
館
教
室 

秋
か
ら
冬
へ
　
図
書
館
教
室 

私
も
街
の
音
楽
家

私
も
街
の
音
楽
家 

私
も
街
の
音
楽
家

私
も
街
の
音
楽
家 

私
も
街
の
音
楽
家 

陶
分
室
オ
ー
プ
ン

陶
分
室
オ
ー
プ
ン 

陶
分
室
オ
ー
プ
ン 

★
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り 

・
日
　
時
　
11
月
20
日（
土
）
13
時
30
分 

・
講
　
師
　
桜
戸
美
由
紀 

先
生 

★
餅
花
作
り 

・
日
　
時
　
12
月
４
日（
土
）
13
時
30
分 

各
教
室
の
共
通
事
項 

・
場
　
所
　
市
民
図
書
館 

・
参
加
費
　
500
円 

・
定
　
員
　
30
人 

時　　間 ステーション 巡回日 

15：30～16：00 

16：10～16：30 

15：30～15：50 

16：00～16：20 

16：30～16：50 

15：30～16：20 

16：30～16：50 

15：30～16：00 

16：10～16：30 

13：30～14：00 

14：20～14：50 

15：00～15：20 

15：30～16：00

小　里 

萩　原 

半　原 

鶴　城 

名　滝 

日吉コミュニティーセンター 

月　吉 

棚田山 

羽　広 

明賀台 

白　倉 

細久手 

深　沢 

10日（水）
 

 

 

11日（木） 

 

12日（金） 

 

18日（木） 

 

 

27日（土） 

2004読書週間 

10月27日（水）～11月９日（火） 

「落ち葉をしおりに、読書の秋」 

　
中
央
公
民
館
の
写
真
教
室
か
ら
生

ま
れ
た
こ
の
研
究
会
、
今
年
で
15
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
17
人
の
会
員
に

よ
る
会
心
の
作
品
。
四
季
折
々
の
自

然
を
見
事
に
収
め
た
写
真
、
一
瞬
の

輝
き
や
動
き
を
撮
ら
え
た
写
真
、
ア

マ
チ
ュ
ア
と
は
思
え
な
い
写
真
の
数
々

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
研
究
会

で
は
入
会
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。 

　
10
月
１
日
に
陶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
が
新
し
く
な
り
、
２
階
に
市
民

図
書
館
の
分
室
が
出
来
ま
し
た
。
小
説

か
ら
実
用
書
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

本
を
配
架
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
約
４

０
０
０
冊
の
本
が
並
ん
で
い
ま
す
。
配

架
し
て
ほ
し
い
本
の
希
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
図
書
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
本
館
と
同

様
に
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。
陶
町
民

の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

利
用
の
方
々
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
図
書
館
で
は
、
分
室
の
整
理

等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

・
開
館
時
間
及
び
休
館
日 

　
　
　
月
〜
金
曜
日 

　
　
　
８
時
30
分
〜
17
時
ま
で 

　
９
月
19
日
の
夕
べ
、
世
界
の
民
族
楽

器
に
よ
る
楽
し
い
演
奏
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
弦
楽
器
の
原
点
の
よ
う
な
楽
器

の
音
色
、
大
き
な
瓶
が
打
楽
器
に
変
身

し
て
い
ま
し
た
。 

　
演
奏
会
の
中
で
は
、
観
客
も
参
加
し

て
色
々
な
楽
器
の
大
合
奏
が
あ
り
、
太

鼓
を
叩
い
た
り
、
波
の
音
を
奏
で
る
子

ど
も
た
ち
あ
り
、
現
代
の
電
子
音
に
な

れ
た
現
代
人
に
は
自
然
の
音
が
新
鮮
に

聞
こ
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。 

瑞
浪
写
真
研
究
会
作
品
展 

〜
瑞
浪
の
写
真
愛
好
家
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
〜 

11
月
２
日（
火
）〜 

　
　
　
11
月
27
日（
土
） 

今年の標語 

季
節
を
感
じ
な
が
ら
、
作
る
喜
び
と
飾
る
楽
し
さ
を
体
験 

10平成16年10月15日



合
併
浄
化
槽
設
置
の
補
助
金
に
つ
い
て 

「
統
計
調
査
員
」募
集
に
つ
い
て 

『
薬
と
健
康
の
週
間
』
10
月
17
日
〜
23
日 

東
濃
地
域
人
材
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー 

　
　「
ジ
ン
チ
ャ
レ
東
濃
！
」の
ご
紹
介 

　
市
で
は
、
河
川
の
水
質
汚
濁
の
防
止
、
生
活
環
境
の

保
全
を
図
る
た
め
に
、
水
洗
化
を
図
る
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
に
伴
う
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。 

①
補
助
金
の
交
付
額 

５
　
人
　
槽
　
　
４
９
５
、
０
０
０
円 

７
　
人
　
槽
　
　
６
３
０
、
０
０
０
円 

８
人
槽
以
上
　
　
８
７
０
、
０
０
０
円 

②
対
象
地
区 

　
公
共
下
水
道
認
可
区
域
及
び
農
業
集
落
排
水
事
業
区

域
以
外
。
た
だ
し
、
区
域
内
で
あ
っ
て
も
地
形
的
条
件

等
に
よ
り
、
対
象
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

③
設
置
を
希
望
さ
れ
る
方
へ 

　
平
成
16
年
度
の
補
助
金
の
余
裕
が
ま
だ
あ
り
ま
す
の

で
、
国
の
補
助
金
申
請
、
予
算
措
置
の
関
係
上
、
設
置

を
計
画
し
て
み
え
る
方
は
、
早
急
に
ご
相
談
を
お
願
い
し

ま
す
。
平
成
17
年
度
に
設
置
希
望
の
方
も
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
れ
ば
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
瑞
浪
市
は
、
事
務
所
、
店
舗
等
に
設
置
す
る
場
合
も

補
助
金
の
対
象
に
し
て
い
ま
す
。 

 

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
へ 

①
定
期
的
に
防
油
桝
の
清
掃
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
保
守
清
掃
は
、
必
ず
契
約
さ
れ
た
業
者
に
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。 

③
保
守
点
検
、
清
掃
の
記
録
表
は
保
管
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。 

◎
問
合
せ
　
上
下
水
道
管
理
課
　
1
内
線
２
４
２ 

　
市
で
は
、
今
後
実
施
予
定
さ
れ
る
統
計
調
査
の
調
査

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
誠
実
で
明
る
く
責
任
感
の
あ
る

方
を
求
め
ま
す
。
統
計
調
査
員
と
し
て
経
験
の
あ
る
方

は
、
す
で
に
登
録
済
み
で
す
の
で
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

今
回
は
、
新
規
の
方
の
み
を
募
集
し
ま
す
。 

　
申
し
込
み
は
男
女
共
同
参
画
推
進
室
ま
た
は
、
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
の

上
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
登
録
さ
れ
て
も
す
ぐ
調
査
を
実
施
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
今
後
の
統
計
調
査
対
象
と
し
て
名
簿
に
登
録
す
る
も

の
で
す
。 

◎
申
込
・
問
合
せ 

　
　
　
　
　
男
女
共
同
参
画
推
進
室
　
1
内
線
３
３
５ 

　
医
薬
品
が
手
に
入
り
や
す
く
な
っ
た
反
面
、
誤
用
が
増

え
て
い
ま
す
。 

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！ 

・
使
用
時
期
、
使
用
量
、
使
用
方
法
を
守
る
。 

・
種
類
に
よ
り
、
臓
器
の
機
能
低
下
を
ま
ね
い
た
り
副

作
用
を
起
こ
す
た
め
、
重
複
し
た
使
用
は
さ
け
る
。 

・
薬
の
保
存
は
、
日
光
・
高
温
・
湿
気
の
あ
る
所
は
さ

け
る
。 

・
子
ど
も
の
手
の
届
く
所
に
置
か
な
い
。 

・
医
師
、
薬
剤
師
な
ど
専
門
家
に
相
談
し
て
使
用
す
る
。 

   

◎
問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
1
６
７
‐
２
７
０
０ 

　「
人
材
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
若

者
に
専
門
の
相
談
員
が
つ
い
て
、
仕
事
や
進
路
が
決
ま
る

ま
で
、
就
職
や
進
学
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。 

　
な
お
、
相
談
は
完
全
予
約
制
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳

守
し
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。 

◆
相
談
内
容（
34
歳
以
下
の
若
者
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
） 

　
・
個
別
相
談 

　
・
豊
富
な
求
人
情
報
の
提
供 

　
・
職
業
適
性
診
断
の
実
施 

　
・
履
歴
書
の
書
き
方
、
添
削 

　
・
面
接
攻
略
法
（
模
擬
面
接
の
実
施
） 

　
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座
の
開
催 

　
・
職
業
研
修
（
訓
練
）
情
報
の
提
供 

　
・
就
職
に
役
立
つ
資
格
、
検
定
等
の
紹
介 

◆
場
　
　
所 

　
た
じ
み
創
造
館
　
２
階 

　
〒
５
０
７
‐
０
０
３
３
　
多
治
見
市
本
町
５
‐
９
‐
１ 

◆
相
談
日
時 

　
・
曜
　
日
　
月
曜
〜
土
曜
日
（
水
・
祝
祭
日
を
除
く
） 

　
・
時
　
間
　
９
時
〜
17
時 

◆
相
談
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

　
1
０
１
２
０
‐８
９
‐１
１
４
９ 

◎
問
合
せ
　
岐
阜
県
人
材
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
1
０
５
８
‐２
７
８
‐１
１
４
９ 

　
　
　
　
　E

‐mail

　info@
jincha.jp 

　
　
　
　
　U

RL

　w
w
w
.jincha.jp

瑞浪市役所　1 68-211111



　用途地域制度は、良好な市街地環境の形成や
住居、商業、工業などの適正な配置による機能
的な都市活動の確保を目的に建築物の用途、容
積率、建ペイ率などを規制、誘導する都市計画・
建築規制制度であり、街づくりには大きな役割
を果たすものです。 
　用途地域の決定は昭和 43年 4月に定められ、
平成4年の都市計画法及び建築基準法の改正に
より12種類に細分化され、平成8年 4月細分化
の改正、平成13年 4月一部変更と、おおむね5
年ごとに見直しをしてきました。 
　今回、提案する用途の一部変更は、都市基盤
整備が進められている地域の土地利用の流動化
を図るために用途変更を行うものです。 

変更理由
 

 
中小機構が整備を進めている事業用地を産業
団地として位置づけるために用途編入する。 
土地区画整理事業が施行中であり、道路線形
等に合わせて、用途変更する。 
土地区画整理事業が施行中であり、道路線形
等に合わせて、用途変更する。 
土地区画整理事業が施行中であり、利便性の
高い市街地形成の誘導、土地流動化を促進す
るために、用途変更する。 

面積 (ha)
 

 

26.5 
 

0.7 
 

0.8
 
 
 

6.0

用途変更
 

 

準工業 
 

第１種住居
 

 
第１種中高 
層住居専用 

 
第２種住居 

現行用途
 

 

無指定
 

 
第１種中高 
層住居専用 

第１種住居
 

 
 

第１種住居 

地区の所在地
 

 

山田町上山田 
 

土岐町下益見 
 

土岐町下益見
 

 
 

土岐町下益見 

提案
箇所 

１ 
 
２ 
 
３
 
 
 
４ 

桂三枝師匠 講演会 

都市計画用途地域一部変更（案）の住民説明会 都市計画用途地域一部変更（案）の住民説明会 都市計画用途地域一部変更（案）の住民説明会 
（定期の見直し） 

日時 10月28日（木）  19時～20時30分 

場所 

内容 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

瑞浪産業振興センター  3階ホール 

日　時 

会　場 

10月26日（火）　開場 14時30分　開演 15時 
瑞浪市総合文化センター・文化ホール 

入場料 無料（但し、入場整理券が必要） 申　込 
問合せ 

瑞浪商工会議所総務課記念講演会係 
167－2222　FAX67－2230　Email info@mzcci.or.jp講　師 落語家 桂 三 枝 師 匠 

商工会議所創立40周年 
市 制 50 周 年 記 念 

　瑞浪商工会議所創立40周年記念事業として、落語家で県内の商店街活性化や「お
かみさんソーラン」のプロデュースで縁のある『桂三枝師匠』をお招きし、講演会
を開催します。 

◎問合せ　都市計画課　1内線247

12平成16年10月15日



瑞浪市役所　1 68-211113

テーマ『摂食嚥下障害について』
～飲むこと食べることのリハビリ～

・日　時 11月11日（木）13時30分～15時30分
・場　所 市役所　２階大会議室
・講　師 木沢記念病院リハビリテーションセンター

言語聴覚士　豊島　義哉先生
・主　催 瑞浪口腔保健協議会
◎問合せ 保健センター　167-2700

12月に開催される、「セラパークあかりフェア」
で展示する、ランプシェードを募集します。
・募集資格 やきものを使ったオブジェで、地面に

設置でき、幅・奥行50㎝×高さ50㎝以
内。光源は電球を使用し、地面より配
線します。

・募集期間 11月26日（金）
※来場者投票により、上位者には賞金を授与。
◎申込・問合せ セラミックパーク美濃

担当（工藤） 128-3200

・募集職種 看護師、准看護師
・募集人員 若干名
・給　　与 当社規定による
・応募方法 履歴書持参または郵送、後日面接
◎申込・問合せ 〒509－6102 稲津町萩原１番地
介護老人保健施設ひざし　167-3748 担当（佐藤）

・対　　象 技能講習・パソコン（初級）受講終了者
に限る。

・講習期間 11月24日（水）～12月８日（水）
・講習会場 土岐市下石公民館
・参加費用 無料（テキスト代は有料）
・申込締切 11月９日（火）当日消印有効
・申込方法 市役所、各コミュニティセンター、商
工会議所、シルバー人材センターの窓口にある申込
書に必要事項を記入し申し込んでください。
◎問合せ （社）瑞浪市シルバー人材センター 168-8744

下記の会場にて献血（200p／400p）を実施します。
ご協力お願いします。

◎問合せ 保健センター　167-2700

・日　時 10月30日（土）・31日（日）10時～16時
・場　所 陶磁器会館（美濃焼プラザ）
・催し物 陶器廉売市、なんでも蚤の市（骨董・手
作りマーケット等）、児童生徒食器デザイン展、
おしるこ無料配布、タイルアート体験・干支の作
陶コーナー、郵便局出張販売セラミックアート展、
飲食物販売（牛串、飛騨牛コロッケ、から揚げ等）、
瑞高生の福祉授業作品展示・体験、野菜青空市等

◎問合せ 美濃焼プラザ　168-0777

◆内　容 歌謡ショー、バサラ、太鼓演奏、クイズ、
ビンゴ、稲荷寿司の早食い、大餅投げ、大油揚げ
の奉納など盛りだくさんのイベントでいっぱい！

◎問合せ 実行委員会（成瀬広晃） 168-3131

展示作品（160点）をご希望の方に抽選により、一
律一点１万円で頒布します。
・日　時 11月14日（日）９時～12時
・場　所 多治見市文化会館　Ａ展示室
※当日８時30分より先着順に抽選券を配布します。
（18歳以上の方、お一人様１枚）
◎問合せ （社）美濃陶芸協会　125-5551

陶町文化祭の一環として、瑞浪小型映画友の会が
映画祭を開催します。
・日　　時 10月23日（土）13時30分開場
・場　　所 陶公民館多目的ホール
・入 場 料 無料
・上映作品 宝昌寺・落慶法要、弥次喜多珍道中、
母のたより他７作品
※友の会ではビデオ愛好者を募集しています。
作品づくりに興味のある方は下記まで。

◎問合せ 近藤潔　165-2648

・日　　時 11月17日（水）13時～16時
・場　　所 セラミックパークMINO
・対 象 者 一般求職者、新規学校卒業予定者
・参加企業 東濃西部地区内、可児市・郡内事業所
※当日は履歴書を複数ご持参ください。雇用保険受
給資格者証をお持ちの方はご持参ください。

◎問合せ ハローワーク多治見　122-3383

第８回みのり財布祭＜雨天決行＞

口腔保健（歯科）講演会

ランプシェード作品募集

介護老人保健施設看護職募集

「技能講習・パソコン（中級）」受講者募集

献血にご協力ください

全館・快感・秋真盛り
第６回美濃焼プラザ祭り

11月14日（日）10時～16時
稲荷神社境内（稲津町小里）

第38回美濃陶芸協会「小品展」を開催

「第34回みずなみアマチュア映画祭」

ハローワーク多治見　就職面接会

期　日 場　所 時　間
大湫病院 10：00～11：15

11月５日（金） 瑞浪精機㈱ 12：00～13：00
十六銀行瑞浪支店 14：45～16：00



健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  
ヘルスインフォメーション　保健センター　1６７－２７００ 

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町1丁目1番地  168-2111  http://www.city.mizunami.gifu.jp/index.html

新 首 都  

「東京から東濃へ」 

2004年10月1日現在（カッコ内は前月比）人口＝42,284（＋26）世帯数＝14,258（＋27） 

健康相談 

子宮（頚）がん集団バス検診 

骨密度測定（骨粗しょう症検診）のお知らせ 

子宮頚がん・乳がん医療機関検診はお済ですか？ 

前立腺がん検診を受けましょう 

老人性痴ほう症相談 

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物 

９時～11時 

12時30分開始 

母子健康手帳 

母子健康手帳 

６ヵ月児健康相談  
及 び 離 乳 食 教 室  

１歳６ヵ月児健康診査  
※健診終了後希望者
に歯みがき教室を実
施します 

９時30分 
　　～９時45分 

第1子13時集合 
第2子以上13時45分 
　　　　～14時15分 

13時30分開始 

母子健康手帳 
タオル・コップ 
※保護者の歯科健診も 
　同時に実施します。 

平成16年 ６月生まれ 

平成15年４月１日～ 
　　　 ４月15日生まれ 

平成15年４月16日～ 
　　　４月30日生まれ 

10月26日（火） 

母子健康手帳 
お茶 

母子健康手帳 
タオル・コップ 

4 ヵ 月児健康診査  

中期・後期離乳食教室 

１歳児すくすく教室 

平成16年 ３月生まれ 11月 ２日（火） 

15時開始 ６歳臼歯ムシ歯予防教室 平成10年10月生まれ 10月27日（水） 

母子健康手帳 平成16年 ５月生まれ 11月 ２日（火） 

９時50分～10時 
（終了は11時30分） 平成15年10月生まれ 10月28日（木） 

母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ 
※汚れてもいい服装で 
　お越しください。 

２歳児はみがき教室 平成14年11月生まれ 11月 １日（月） 

２歳６ヵ月児はみがき教室 平成14年 ５月生まれ 11月 ４日（木） 

３歳６ヵ月児はみがき教室 平成13年 ５月生まれ 11月 ８日（月） 

４歳児はみがき教室 平成12年10月生まれ 
10月26日（火） 

４歳６ヵ月児はみがき教室 平成12年 ４月生まれ 

11月 ５日（金） 

11月12日（金） 

11月10日（水） 保健センター 
医師による健康相談　14時30分～15時 
乳幼児相談　９時30～11時 
栄養相談　14時～16時 

11月10日（水）13時～14時 
対 象 者　30歳以上の女性（定員60人） 
料　　金　500円 
申 込 み　電話等で保健センターへ 

　『骨粗しょう症』は、骨がスカスカになり、折れや
すくなる病気です。自分の骨状態を知り、早期発見・
予防に役立てましょう。 
 
 
受付時間　９時30分～11時30分、13時～14時30分 
対 象 者　20才以上の方　　料　金　1,000円 
検 査 法　超音波法（湯に足を浸して検査します） 
申 込 み　電話等で保健センターへ（希望日時を予約

していただきます） 

　今年度30歳以上で、子宮頚がん・乳がん医療機関検
診を希望されている女性に、受診票を送付しました。 
　有効期限は今年の12月末までです。まだ受診されて
いない方は、早めに受診してください。 
※新規に受診を希望される方、または今後受診票の不
要な方は、保健センターまでお問い合わせください。 

　前立腺がんは中高年の男性に発生し、最近急増して
いる病気です。市では、50歳以上の男性を対象に前立
腺がん検診を実施しています。 
　早期発見のため、ぜひ受診をおすすめします。 
※受診を希望される方は、受診票を送付しますので、
保健センターまでご連絡ください。 

期　　日　12月末日まで　　料　　金　500円 
場　　所　市内の指定医療機関（17ヶ所） 
検診内容　問診、ＰＳＡ測定（血液検査） 

11月9日（火） 

11月9日（火）・18日（木） 

◆受付時間　13時～14時 
◆場　　所　保健センター 

＜担当＞精神科医師（大湫病院） 
＊電話予約が必要です。秘密は厳守します。 


